








 

本研究の目的は、地域の特性に適応する包括的母子保健システムに関する保健婦活動のあ

り方を策定することであるが、初年度の研究として、保健所および市町村における保健婦

の母子保健活動について実態調査を実施した。 

 すなわち地域の特性を考慮しつゝ23府県にわたる 244 保健所と、その管内の 1,286 市町

村を対象にアンケート調査を実施した。 

 結果は、243 保健所、1,267 市町村(98.5%)から回答があった。管内人口の詳細、出生、

死亡等の諸条件は、保健婦活動との相関を検討する際に詳述することとし、今回は省略す

る。しかし保健所の管内人口では 1万人以下(1カ所)から 50 万人以上(3カ所)まであり、

市町村では千人未満 17 カ所、50 万人以上も 2 カ所あって、かなり多岐にわたっている。

なお対象府県の総人口は 3,327 万余である。 

 実態調査の結果は、多項目にわたるため、数字の判断に多少の問題があるものもあった

が、その主なものをあげると次のようである。 


